
2017. 12.23. Sat   13:30-17:00
場所：広島国際会議場 地下2階 大会議室「ダリア」
　　  （広島県広島市中区中島町1-5）

対象：ESDや持続可能な地域づくりを実践している・実践したい・その支援を行っている方
　　　SDGsに取り組んでいる・関心がある方
　　　（学生、NPO・NGO、公益法人、企業、協同組合、マスコミ、行政、幼稚園、学校、教育委員会、大学・研究機関、
　　　社会教育施設、地域ESD拠点、まちづくり・ボランティアセンター、中間支援組織など）

定員：70名

協力：ESD活動支援センター、環境省中国環境パートナーシップオフィス（EPOちゅうごく）、一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク
　　　中国５県中間支援組織連絡協議会〔（公財）とっとり県民活動活性化センター、（公財）ふるさと島根定住財団、

　　　（特非）岡山NPOセンター、（特非）ひろしまNPOセンター、（特非）やまぐち県民ネット21〕
後援：広島県、広島県教育委員会（※申請中）

地域創生の可能性と私たちの役割地域創生の可能性と私たちの役割
によるによる

ESD推進ネットワーク地域フォーラム2017ESD推進ネットワーク地域フォーラム2017

持続可能な社会づくりに向けた意識・行動改革を進めていくために、
ESDとSDGsは世界の共通言語として、
地域・分野・立場を越えるパートナーシップ構築のカギとなります。
本フォーラムは、地域の課題解決や教育の質の向上に取り組む実践者・関係機関がつながり、
これからの社会や私たちに求められているビジョンや課題を探ることを通して、
ESDの推進と SDGs の達成を目指します。ぜひご参加ください。

主催 ※中国地方ESD活動支援センターは、ESD国内実施計画に基づいて2017年7月に開所しました。
　 ESDに関わる多様な主体が分野横断的に協働・連携してESDを広げ深めることを支援します。



お 名 前

ご連絡先

申 込 事 項申 込 事 項申 込 事 項

※個人に関する情報は、本フォーラム開催以外の目的には使用いたしません。

ご所属
TEL / Email

ESD（イーエスディー）とは？
Education for Sustainable Development（持続
可能な開発のための教育）」の略。持続可
能な社会づくりの担い手を育成することを
目的としている。環境・貧困・人権・平和・開
発といった様々な地球規模の課題に対し
て、一人ひとりが自分にできることを考え、
実践していくことを身につけ、課題解決につ
ながる価値観や行動を生み出していく学習
や活動で、世界中で取り組まれている。

SDGs（エスディージーズ）とは？
Sustainable Development Goals（持続可
能な開発目標）の略。持続可能な社会をつ
くるために、世界が抱える問題を17の目標
と169のターゲットに整理したもの（2015年
9月国連で採択）。2030年までに、政府、企
業、地域社会のあらゆる人が、SDGsを実現
するための役割を担っている。

13：00　受付開始
13：30　開会、挨拶/環境省中国四国地方環境事務所

オリエンテーション
13：45　中国地方ESD活動支援センター開所にあたって

　川田力氏（岡山大学大学院教育学研究科　ESD協働推進室）
ESD推進ネットワークの構築に向けて
　柴尾智子氏（ESD活動支援センター）

14：10　話題提供
（1）市民社会×SDGs

ﾠ　稲場雅紀氏（一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク 専務理事
　　　　　　　   特定非営利活動法人アフリカ日本協議会 国際保健部門ディレクター）

（2）企業×SDGs
ﾠ　長村政明氏（東京海上日動火災保険株式会社 経営企画部部長兼CSR室長）

（3）行政×SDGs
ﾠ　佐竹輝洋氏（札幌市環境局環境都市推進部環境計画課 調査担当係長）

（4）学校×SDGs
ﾠ　今居弘幸氏（愛媛県立小田高等学校 教員）

15：40　休憩
15：50　ワークショップ「中国地方でESD・SDGsを活用するためには」

　コーディネーター：西村仁志氏（広島修道大学人間環境学部 教授）
17：00　閉会

プ ロ グ ラ ム

下記の申込事項〔お名前・ご所属・ご連絡先（TEL又はEmail）〕をご記入の上、FAX又はEメールでお申し込み下さい。　

申 込 方 法

中国地方ESD活動支援センター（担当：松原・古川）
FAX：082-511-0723　Eメール：cgesdc@chugoku-esdcenter.jp
TEL：082-555-2278　住所：730-0011 広島市中区基町11-10 合人社広島紙屋町ビル5階

お申込・お問合せ先

申込締切

12/20

北海道大学理学部生物科学科卒業後、札幌市入庁。衛生研
究所にて環境中ダイオキシン量の分析、環境計画課にて環
境教育や温暖化対策等を担当、環境省地球温暖化対策課
にて国内温室効果ガス削減担当の出向経験を経て、2015
年より現職。第2次札幌市環境基本計画へのSDGs導入に向
けた検討や、市民へのSDGs普及に向けた取組を実施。

佐竹ﾠ輝洋 氏 ／札幌市環境局環境都市推進部環境計画課 調査担当係長

愛媛県伊予市生まれ。大学を卒業後、愛媛県内での講師経験を
経て、2009年度に正式採用、新規採用教員として愛媛県立松山
商業高等学校にて勤務。教科は商業。2012年度に愛媛県立小
田高等学校へ転任、現在6年目を迎える。2017年度より魅力化
推進室が新設され、室長を務める。現在、「小田高版・起業家教育
プログラム」の構築・実践を中心に、同校の魅力化事業に携わる。

今居ﾠ弘幸 氏 ／愛媛県立小田高等学校 教員

1969年生まれ。90年代初頭から横浜市寿町の日雇労働運動
で保健・医療活動を担当、その後、LGBTの人権運動やHIV/AIDS
問題、NGOネットワーク「動く→動かす」事務局長としてMDGs推
進に取り組む。2012年より、SDGsの策定に日本からNGOとして
関わり、2016年に「SDGs市民社会ネットワーク」を創設、本年7
月より同ネットワークの専務理事・事務局長を務める。

稲場ﾠ雅紀 氏 ／一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク 専務理事　　　　　　
特定非営利活動法人アフリカ日本協議会 国際保健部門ディレクター

1997～2004年米国シカゴ駐在員、2004～11年経営企画
部調査企画グループ、2011年8月より東京海上ホールディ
ングス/東京海上日動 経営企画部 CSR室長。金融安定理
事 会（FS B）・気 候 関 連 財 務 情 報 開 示タスクフォース

（TCFD）メンバー（～2017年7月）、アジア太平洋金融フォー
ラム（APFF）・災害リスク金融と保険作業部会シェルパ。

長村ﾠ政明 氏 ／東京海上日動火災保険（株）  経営企画部部長 兼 ＣＳＲ室長

講師プロフィール

1993年京都にて個人事務所「環境共育事務所カラーズ」を開業。企業、行政、市民団体などの環境教育・ESD の事業企画・運営・
協働に携わる。2012年より現職。著書に「ソーシャル・イノベーションが拓く世界」（法律文化社）ほか。

西村ﾠ仁志 氏 ／広島修道大学人間環境学部  教授・博士（ソーシャル・イノベーション）


